
 

抗 Nup98 抗体, ラットモノクローン(2H10)   
  

70-310  200μg   

  Nucleoporin 98 (Nup98) は核膜に埋め込まれた大きな構造体である核膜孔(NPC)の構成成分の一つで

あり、核膜孔の両側に存在する。このタンパク質は Gly-Leu-Phe-Gly の繰り返し配列を持っていて、タン

パク質の核移行及び RNA の核外への移行に必須である(1)。Nup98 遺伝子は白血病患者の染色体上で転移

していて種々の遺伝子と融合している(2)。このハイブリドーマは大阪市立大学の立花太郎博士の研究室で

作成された(3)。 
 
用途: 

1)ウエスターンブロッテイング    2)免疫染色 (Fig. 2)    3)ELISA    4) ドットブロッテイング 
 
性質: 本抗体を細胞質に注入すると核膜孔に蓄積し、内在性の Ran タンパク質の核局在を阻害する。  
 
抗原:  組換え体 Nup98 タンパク質 (アミノ酸 1-466) 
 
Isotype:  Rat IgG2c (κ) 
 
反応性:  ヒト、マウス、ラットの Nup98 タンパク質。他の生物種では調べていない。 
 
性状:  精製 IgG (1 mg/ml) in PBS(-), 50% glycerol, filter-sterilized, azide free 
 
保存:  -20℃ (長期; -80℃) 
 
データリンク:  UniProtKB/TrEMBL Q9HDC8 (Q9HDC8_HUMAN) 
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 図１ Nup98 タンパク質の 2H10 抗体を用いた

ウエスタンブロッティングによる検出。 
サンプルは MCF7 細胞粗抽出液、 
抗体は 5,000 倍希釈で用いた。 

           
図 2 マウス神経細胞の 2H10 抗体を用いた免疫

抗体染色。 
Nup98 タンパク質は粒子状にみえる。 
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